















































































































































































































































































































































































, 製品を評価していく。途中 , 数名の生徒を当て，実物投影機を用いて図面を映しな
， どのような視点で製品を評価したのかを発表させる。
（4）原稿を書く。
･設計した製品の評価を参考にプレゼンテーション原稿を書かせる。相手に自分の考えや工
夫が伝わるような原稿にすることを伝える。
4ESDとの関連
（1）構成概念
Ⅱ相互性…製品と社会，環境， 経済などはかかわり合っている。
Ⅳ公平性…全てのひとが使いやすい機能と構造を考える。
（2）能力・態度
⑥つながりを尊重する態度
【教科の目標（評価規準）】
｢社会から求められる本立て」を複数の視点で評価し，設計をしている。
（3）教材の「つながり」
①ESD関連分野環境
②教科理科
③題材「いろいろな物質とその性質」（理科1年）
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1題材名エネルギー変換のガイダンス
3学習活動
（1）エネルギーに関する知識を共有する。
自分の知っている「エネルギー」を発表する。※1
｢エネルギー」とは
｢手こぎ舟」 ，
，
｢帆船」
｢仕事ができる能力の総称，資源」であることを確認する。
， ｢ディーゼル船」の進むエネルギーを確認し，「ディーゼル船」
は風が無くても，荷物や人を遠くまで運ぶことができ，これは使用するエネルギーが大
きく関わっていることを確認する。
（2）エネルギー変換とは何かを知る。
上記※lで発表したエネルギーを「自然界から得られるエネルギー」と「人間が利用しや
すいように変換したエネルギー」に分ける。
｢自然界から得られるエネルギー」を一次エネルギー，「人間が利用しやすいように変換
したエネルギー」を二次エネルギーということを知る。
･エネルギー変換とは，エネルギーの種類を変えることであり，現在我々が日常的に利用し
ているエネルギーのほとんどが，利用しやすいように変換されたエネルギー（二次エネル
ギー）であることに気が付く。
･身の回りには，運動エネルギーを電気エネルギーに変換する「発電機」や，熱エネルギー
を運動エネルギーに変換する「エンジン」など，様々なエネルギー変換機器が存在するこ
とに気が付く。
エネルギー変換技術の向上が，生活を豊かにし，社会を発展させたことを知る。
4ESDとの関連
（1）構成概念
I多様性…エネルギーには多種多様なものが存在する。
（2）能力・態度
⑦進んで参加する態度
【教科の目標（評価規準）】
日常生活とエネルギー変換技術を身近に感じ，エネルギー変換に関する知識を活用しようとし
ている。
（3）教材の「つながり」
①ESD関連分野エネルギー
②教科社会
③題材「世界の資源と日本」（社会2年）
